
平成２６年度 第７回 大学運営連絡会議事要旨 

 

日 時  平成２６年１１月１１日（火） １０時３０分～１１時３５分 

 

場 所  大学本部２階大会議室 

 

出席者  学長，瀨口理事，中島理事，岩本理事，宮﨑理事，佐々木監事，甲

斐文化教育学部長，平地経済学部長，藤本医学部長，石橋工学系研

究科長，渡邉農学部長，森田附属病院長，諸泉全学教育機構副機構

長，富田附属図書館長，早川総合分析実験センター長， 事務局長 

 

欠席者  なし 

 

○ 学長から，前回の大学運営連絡会議事要旨の確認依頼があった。 

 

【検討事項】 

 

（１） 部局における第３期中期目標・中期計画素案の作成について 

 岩本理事から，本件について,本学の第３期中期目標・中期計画素案の

検討はすでに着手しているところであるが，９月の神集島勉強会でのた

たき台をもとに，各部局が取り組むべき目標・計画をひとつ提案いただ

き，次回の大学運営連絡会で検討したい旨説明があった。 

 次いで，企画評価課長から依頼文書と提出様式，教育・研究・社会貢

献・業務運営それぞれに関する目標のたたき台，作成手順・考え方，策

定スケジュール等について説明があった。 

 学長から，これは１月の部局長の年頭あいさつに関係するものであり，

次の執行部が分かりやすい明確な目標，また，プロセスを評価されるこ

とから，できるだけ高い目標とし，数値目標をいれ，達成度が見えるも

のにしてほしいとの発言があった。 

 

（２） その他 

 特になし。 

 

 

 



【報告・連絡事項】 

 

（１） 平成２５年度に係る業務の実績に関する評価結果について 

 岩本理事から，本件について，１１月５日付で国立大学法人評価委員

会から，項目別の評価結果３項目は「順調」だが，「その他の業務運営」

の項目は寄付金の個人経理の問題，ＵＳＢ紛失の課題があり１ランク下

の「おおむね順調」である旨の評価の確定報告があったこと，本学から

の申立てについては大筋認められた旨の報告があった。 

 また，増子評価室長から他大学の状況，評価結果の分析について，不

祥事関係で評価を下げられる仕組みになっているので本学で起きないよ

うな注意が必要であること，戦略的・意欲的な目標・計画を定めて積極

的に取り組んでいる状況がとりあげられており，第３期に向けてこれに

匹敵する計画を立てる必要があること，大学の改革推進状況は本学もＣ

ＯＣが取り上げられているが，他大学の状況も今後の参考としてほしい

等の説明があった。 

 さらに学長から，コンプライアンスの問題に関して周知徹底を図り，

全教職員に対して e ラーニングを利用したテストを行う，学生にも不祥

事を起こすと本人がダメージを受けることを教え，罰則を強化する等の

改革を行う予定との発言があった。 

 

（２） 今後の評価対応に向けたＩＲ室の支援について 

 企画評価課長から，本件について，ＩＲ室から提供するデータや分析

結果は，全学的視野に立った大学経営に関するもの，各学部・研究科が

共通的に活用できるものとすること，今後行われる認証評価・法人評価

を支援する旨の説明があった。 

 また，学長から，部局で独自に集めにくいデータは申し出てほしい旨

の発言があった。 

 

（３） 平成２６年度第９回及び第１０回拡大役員懇談会における議論の概要に

ついて 

企画評価課長から，１０月１日及び１０月１５日に開催された拡大役

員懇談会の議論の内容について，その概要の報告があった。 

 

（４） 経費削減状況の報告について 

 財務課長から，平成２６年度９月までの電気，上・下水道，ガス等の

実績額の報告について，使用量の減少はあるが契約単価による実績額増，



医学部附属病院の再整備に関する実績額増等の説明があった。 

 

（５） 休講及び代替措置の実施報告について 

 教務課長から，本件について，休講及び代替措置実施報告一覧，休講

理由一覧に基づく報告があった。 

 

（６） 平成２６年度就職内定状況について（平成２６年１１月１日） 

 就職支援課長から，本件について，対前年度同時期比の学部で１．５

ポイント減，大学院で０．８ポイント減，総計で２．０ポイント減とな

っている旨，またその理由については「その他・不明」が大幅に減少し，

「就職希望者」が増加していること，卒業予定者に占める内定者の割合

（就職内定率Ｂ）は全体で６．２ポイント増と大幅に増加している旨の

報告があった。 

 

（７） ２８年度以降の電子ジャーナル及び文献データベースの検討について 

    附属図書館長から，本件について，今般，エルゼビア社から３年間の

パッケージ契約確約を条件に２０１５年から２０１７年は今年度の価格

で据え置き，確約しない場合は年間３．５％の値上げをするとの提案が

あり，本年１２月までの回答となっている旨，平成２８年度以降につい

ては，本来２７年度上半期に検討予定であったが，平成２６年１０月に

附属図書館運営委員会の下に「電子ジャーナル及び文献データベース検

討専門委員会」を設置し提案の対応を検討している旨の報告があった。

さらに，提案による契約金額の推移について説明があり，最終的には役

員会で決定するが，平成２８年度以降について今後の議論に各学部の協

力をいただきたい，できるだけ実態に沿う議論をするとの発言があった。 

    学長から，全国組織での契約は，個人契約している大学もあり，各大

学の実態が見えず，同意が得られないとの発言があった。 

 

（８） 年頭あいさつにおける各理事室からの課題提出及び学部長等からの説明

について 

 学長から，各理事室は，平成２７年中に実施する課題等を１２月１２

日までに総務課に提出願いたい，また，全学教育機構長及び各学部長は，

平成２６年中に重点的に取り組む課題等をＡ４サイズ５枚程度のパワ

ーポイントの資料で１２月１９日までに提出し,１月５日の年頭のあい

さつで説明いただきたいと依頼があった。 

 



（９） その他 

 

【各学部等からの報告・連絡事項】 

 特になし。 

 

【その他】 

  学長から１１月７日に開催された国立大学協会総会における議論の中から，

第３期に向けた運営費交付金について報告があった。 

  また，組織見直しについては，全学的に見直し，「選択と集中」を行う旨の

発言があった。 

                              以上 

 


